
【新刊案内】 
固定概念からの離脱！「個別介入」から「リハマネジメント」へ 
生活機能向上連携のあり方と課題を考える 

～「訪問リハビリテーション」10-02 6月 15日発売 ～ 
 
株式会社 gene (本社：愛知県名古屋市、代表取締役：張本 浩平、以下 gene)
は、国内唯一の訪問リハビリテーション専門誌『訪問リハビリテーション』
10-02号を 2020年 6月 15日より発売いたします。 

 
 

■特集：「生活機能向上のための連携」 

平成 30年度の改正により、セラピストによるクライアントの評価とプログラ
ムの立案というマネジメント部分に私たちの必要性を取り込まれました。しか
し、その制度の中では、まだまだ個別的な介入から抜け出せない現場とその必
要性に感じ取りにくい管理的な立場もあり、なかなかその制度の活用がされて
いないのが現状です。 



 そこで、この現状を踏まえ、これから必要とされる私たち自身のスキルと活
用方法として、現場での取り組み、そして、どのような連携をとっていくこと
が望ましいのかを課題も含めて、この号では考えてみたいと思います。 
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■「訪問リハビリテーション」について 
本誌は、専門職としての視点でセラピストがしっかりと訪問リハビリテーシ

ョンを考えるきっかけを提供すると共に、臨床で活躍する先人の知恵や実例を
紹介し、学術的な問題にも着目する、我が国唯一の訪問リハビリテーション専
門誌です。 
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■今後の展開 
「COVID-19をふまえた感染症予防と訪問リハビリテーション」 
 
新型コロナウイルスの感染が全国に広がり、感染者数は 2020年 5月 24日時
点で 16,550例１）に上り、全国的な感染の広がりがみられました。利用者様の
多くは高齢者である訪問リハビリテーション事業所において、感染症予防対策
を構築し、利用者の不安を減らし安全な運営が必須となります。 
そこで、「訪問リハビリテーション」では、10-03 号を特別企画号とし、改め
て訪問における感染予防対策の知識から、非常時の事業所の運営管理方法をお
伝えし、また現場でどのような感染予防対策を講じているのか実際の取り組み
とともに紹介します。在宅を支える今後の訪問リハビリテーションのあり方を
再考するきっかけとしたいと思います。 
1)新型コロナウイルス感染症について/ 厚生労働省 
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000164708_00001.html（令和２年 5月 25日閲覧） 
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